
プロフィール 

名前    村上 清加 （むらかみ さやか） 

所属    スタートライン TOKYO 

生年月日  1983 年 7 月 2 日 

血液型   B 型 

身長         157m 

障害名   損傷による 下肢機能障害（右大腿 2 分の 1 以上欠損） 

使用装具  大腿義足 

競技歴   陸上 8 年 （100m・走幅跳） 

2015 年世界選手権ドーハ大会 日本代表 

2017 年世界選手権ロンドン大会 日本代表 

100m 8 位   走幅跳 5 位 

自己ベスト 100m 17”20 / 走り幅跳び 3m88 

 

 

2009 年 4 月、駅のホームを歩行中、貧血で倒れ線路に落ちたところに電車が来てひかれる。 

右足切断と左足粉砕骨折の大けがを負う。 

義足の友達が欲しいと思い切断者スポーツクラブ（スタートライン TOKYO）に参加する。 

そこで、疾走用義足（通称：板バネ）を使用して走る選手を見て、私も走りたいと思ったところ

から次第に陸上競技にのめり込んでいく。 

2017 年に結婚し、2018 年に出産。現在競技に復帰し、2019 年の強化指定選手（2019 年 7 月 1

日付）となる。 

2019 年 11 月に行われる、ドバイ 2019 世界パラ陸上競技選手権大会の日本代表に選出された。 

跳躍コーチ、短距離コーチ（夫）と共に 2020 年東京パラリンピックでメダル獲得をめざし 

練習に励んでいる。  


